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令和 4 年度事業報告 

1.学術集会の開催                                                             

 第 63 回日本母性衛生学会学術集会を以下のように開催した。 

 会場開催 

(1)メインテーマ：みんなで語ろう「女性・子ども・家族の健康と SDGｓ」 

(2)会長：遠藤 俊子 

(3)日時：学術集会：2022 年 9月 9日(金)・10日(土) 

      オンデマンド配信 2022年 9月 23日(金)~10月 30日(日) 

(4)会場：神戸国際会議場（神戸市中央区港島中町 6-9-1) 

 (5)参加人数 1,730名 

(6) 講演、シンポジウム、セミナーなど 

会長講演: Action Research の連続―昭和から令和の周産期医療での教育・研究・実践          

遠藤俊子 

 

理事長講演：FHRM所見と新生児予後の乖離例を考察する             正岡直樹 

 

特別講演１：大学教育の転換―コロナ禍を経て新たな可能性と挑戦        濱名 篤 

     

特別講演 2：昭和から平成、令和の周産期医療と今後への期待         池ノ上 克 

 

特別講演 3：ICMの 100年、不確実性とシンポの歴史           Franka Cadée 

国際助産師連盟（ICM） 

   

特別講演 4：21世紀国富論/医療と公益                    原 丈人 

 

特別講演 5：健康と SDGs-パンデミックの時代に母と子の＜いのち＞を守る意味  本田 徹 

 

 【教育講演】 
教育講演 1: 多胎の妊娠期管理                     船越 徹 

教育講演 2: ”子ども学“のすすめ～子どもの貧困を考える           稲垣 由子 

教育講演 3: 日本における妊婦新型コロナウイルス感染の現状           出口 雅士 

教育講演 4:慢性歯性感染症と早産・低体重児出産                             高田 隆  

教育講演 5:心が通う妊婦健診とするために                                   松田 義雄 

教育講演 6:女性の健康向上を阻む社会的圧力～ピル承認秘話からわが国の SRHRの今を考える～ 

                                                                   北村 邦夫 

教育講演 7:産科診療ガイドライン 2020を踏まえた母体救急とその対応         最上 晴太 

教育講演 8:母子の健康からみた HPV ワクチンの重要性                      川名 敬 

教育講演 9:SDGｓ 目標３・５・８を達成するために必要な看護の力          福井 トシ子 

教育講演 10:生殖医療の過去・現在・未来                                 森本 義晴  
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教育講演 11:課題を抱える妊産婦支援の実際と今後の取り組み               永原 郁子 

教育講演 12:よりよい子育てを見据えた産科医療をめざして                 山崎 峰夫 

教育講演 13:看護職による周産期メンタルヘルスケア update                 新井 陽子 

教育講演 14:実践 産科超音波検査                                        馬場 一憲 

 

【シンポジウム】 
  シンポジウム 1: 災害と周産期医療 

        ・日本における災害看護学の発展と周産期ケアの課題                山本 あい子 

・小児周産期リエゾンの活動と普及                               芳本 誠司 

・災害時に自分の命と要配慮者(妊産婦、乳幼児)を守るための減災対策ツール 

「災害に備える助産師のための減災ドリル」~日本助産学会作成～       宮川 祐三子 

・兵庫県災害時小児周産期リエゾンとしての活動：covid19感染妊婦対応も含め  田中 宏幸 

 

      シンポジウム 2: With コロナ期の母子の健康を守る 

    ・Overview：COVID-19禍の妊産婦の健康への課題と今後          菅沼 信彦 

・コロナ禍の母子の健康を守る ～大阪府看護協会の保健師・助産師職能委員会の活動～ 

                                                                               高橋 弘枝 

・新型コロナウイルス感染症の妊産婦に関する 保健所業務について      山崎 初美 

・COVID-19 に対する周産期医療最前線での取り組み               吉岡 信也 

 
  シンポジウム 3: 助産師として活躍の場はどこまで拡がるか 

      ・リプロダクティブヘルス／ライツの推進に向け、今後求められる助産師の役割とは～ 
調査研究や政策提言活動を通して～                    今村 優子 

・ウパウパハウス岡本助産院～助産師が多機能・多職種事業（保育園・産後ケア・訪問看護）を展

開した理由～                             岡本 登美子 
・助産師が発信力を身につけることの意義                    大貫 詩織 

 
      シンポジウム 4: 母と子の地域包括支援システムと助産師 
   ・母子のための地域包括支援システム推進のために 助産師が取り組むべきこと  井本 寛子  

・女性の健康支援のための企業へのアプローチ ―助産師としての可能性と課題―  岸畑 聖月 
・地域における母子の健康を守る専門職間の連携からの健康指標の改善      白土 なほ子 
・病院から地域への連携と課題                          石川 紀子 

     
【交流集会】 

1 立ち合い出産  中島 通子 
2  MBA の学生と学ぶ「助産管理学」経営学の視点から神戸大学大学院助産コースの特徴 

ある「助産管理学」をのぞいてみませんか  齋藤 いずみ 

3 授乳への支援  加藤 江里子  

4 アドバンス助産師による実践    佐山 理絵  

5 生と性の教育―いのちの大切さをどう伝えるか    齋藤 益子 
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6 日本の文化における妊娠・出産・育児  松﨑 政代 

7 周産期における DＶ支援~助産師にできること～    石川 紀子  

8 周産期における Family Centered Care     寺澤 美展  

9  強くなろう！周産期の糖代謝異常の考え方とケア    山田 加奈子  

10 妊娠期から産後期の継続した助産ケアを考える    濱嵜 真由美 

11 妊娠高血圧症候群重症化予防ケア    遠藤 俊子 

12 産後メンタルヘルスケアのグッドプラクティスを探そう    工藤 美子 

13 薬局における ICTを活用した多職種連携プレコンセプションの可能性    松永 佳子  

14 助産学実習の在り方を考える    村上 明美 

15 呼吸法での自然分娩    小野 利夫                   
 

（7）一般演題  269題 

 

2.機関誌及び図書の刊行       

  以下のように掲載した。 

  （1）63 巻 1号 

     シンポジウム 

第 62回日本母性衛生学会学術集会シンポジウム 

〔1〕流産・死産を経験した女性に対する心理的社会的支援（厚生労働省国庫補助事業 

「子ども・子育て支援推進調査研究事業」「流産や死産等を経験した女性に対する 

心理社会的支援に関する調査研究」に関する委員会共催） 蛭田 明子   

〔2〕助産師教育の今 藤井 宏子   

〔3〕LGBTQ 当事者が医療施設を受診したとき 松本 洋輔  

〔4〕配偶子提供と生命倫理 二宮 周平  

〔5〕社会的ハイリスク妊産婦への支援：多職種連携に向けて 佐藤 昌司  

〔6-A〕新型コロナウイルスと妊娠・出産・子育て  菅沼 信彦  

〔6-B〕新型コロナウイルスと妊娠・出産・子育て 大橋 一友  

 

原 著 

１．混合栄養で授乳を行う母親の児の栄養方法選択のプロセス 江本 千晴，他  

２．胎児鏡下吻合胎盤血管レーザー凝固術後に双胎 1 児死亡となった母親の看護における助産師の困難

渡邊 風佳，他  

３．高校生の妊娠成立後の受診行動に関連する因子 吉田ひかる，他  

４．妊婦のやせ願望の要因と出生体重の関連 水口 実咲，他  

５．児童虐待防止をめざす保健師間の地域間連携における緊急性や支援の必要性の認識に違いが生じる

プロセスの探索 伊藤 聡美，他  

６．新型コロナウイルス感染症拡大下における父親の保健指導参加状況と父親が医療者に求める保健指

導の実態 山口咲奈枝，他  

７．熟練助産師と新人助産師の乳管開通法と乳腺体後面マッサージの指腹・手掌の圧迫力と動作の比較

中居由美子，他  
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８．妊婦の自律神経活動と身体活動の実態と関連 和泉 美枝，他  

９．第 2子出産に伴う第 1子に対する母親の育児感情の変化：妊娠後期から産後 1か月の縦断研究 

浅川友祈子，他  

10．横抱き授乳における姿勢アライメント，肩凝りの自覚および筋硬度の経時的変化と姿勢の良否にお

ける比較検討 大﨑  愛，他  

11．職場環境と〈妊婦〉になることとの関連性 

 ─有職女性の〈働き手〉志向と〈妊婦〉志向を分けるものは何か─  足立 にれか  

12．経産婦である母親における双胎妊娠・双子育児の体験 沖本 昌子，他  

13．母体・胎児集中治療室（MFICU）で勤務する看護職者に必要な学習項目 

─デルファイ法を用いて─ 大月恵理子，他  

14．産後 1から 3 か月の間に母親が看護専門職に希望する産後ケアの内容 岡田 美香，他  

15．中学生における性情報の取得状況と性に対する意識との関連 有馬 美保，他  

16．わが国の産後うつ病に対する妊娠期の予防的介入についての文献検討 竹内 瑞季，他  

 

研究報告 

１．早産児を育てる母親の NICU退院後 6か月に至るまでの不安 北村 千章，他  

２．父親の職場における育児休暇等制度取得状況と 1歳 6か月児の母親の育児ストレスとの比較 

園田 和子，他  

３．血糖コントロール良好な 2型糖尿病女性患者の食行動の特徴 島田久仁子，他  

４．鹿児島県の出産施設のない離島における出産費用負担を含む現状評価からの望ましい支援 

福留 遥香，他  

５．育児期にある夫婦ペアレンティング 

 ─母親の促進行動と批判行動への影響要因─ 清水 嘉子  

６．新型コロナウイルス感染症（COVID-19）における A 市学校閉鎖時の小学 4 年生の子どもの状態とそ

の母親の体験・感情 宗 由里子，他  

７．妊婦のインターネット情報の利用と出産準備感に関する研究 伊東 智美  

８．Food Behavior Checklist 日本語版の作成の試み 

  ─表面妥当性の検証─ 藤田  愛，他  

９．若年女性の喫煙と新型タバコイメージ 藤岡 奈美，他  

10．北海道の人口過疎地域における多胎育児に対する保健師の関わり 巻島  愛，他  

11．日本の助産学生が感じる外国人妊産婦をケアする際の文化的障壁とその影響要因 仲野 水稀，他  

12．切迫早産で入院した妊婦の夫の父親となる経験 谷井 千恵，他  

13．低出生体重児を育てる母親の情報ニーズ 

 ─コミュニティサイトにおける投稿内容の分析─ 井田 歩美，他  

14．40 歳以上の高年初産婦に特化した産後 2週間健診における助産師の視点と支援 三加るり子，他  

 

学習コーナー 

 ・EBN（科学的根拠に基づく栄養学）からみた妊婦栄養 

  第 3回 実践科学としての食事指導はどうあるべきか？ 

  糖尿病患者の食事指導研究例で考える 佐々木 敏 
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 ・質的研究 

  〈第 1回〉質的研究方法の特徴 谷津 裕子 

（2）63巻 2号 

    原著 

     

１．妊婦シミュレーターを用いた腹部触診技術の客観的評価： 

 看護学生と経験者の比較 吉村 澄佳，他  

２．助産師の産後 1 か月健診時のメンタルヘルススクリーニング実践と関連要因の検討 小倉果緒里，

他  

３．第 1 子妊娠から出生までの父親の思いとニーズ 

 ─「抱いた感情」・「実施したサポート」に関するインタビュー調査から─ 藤岡 奈美，他  

４．生後 6 か月以降の未就学児を育てる 30歳以上の母親の疲労の実態と関連要因 植竹 貴子，他  

５．COVID-19 感染拡大下におけるドメスティック・バイオレンス被害女性への支援 加藤 雛子，他  

６．妊婦のセルフケアによる温灸療法の効果 

 ─マイナートラブルの苦痛度と QOLを指標にして─ 木村 葉子，他  

７．双子の母親としての自信尺度の検討 渡邊 由香，他  

８．祖父母の年齢層のちがいによる孫への育児支援および身体活動の特徴 遠藤由美子，他  

９．妊娠糖尿病（gestational diabetes mellitus, GDM）妊婦における母体因子と LFD（light for date）

児出生との関連についての研究 下田 有佳，他  

10．大学生向け妊孕性教育プログラムの効果に関する縦断的介入研究 秋月 百合  

11．特定妊婦の特徴：夜間産婦人科救急相談電話における 432 件の分析 大川 加奈，他  

12．看護学系大学生の避妊行動に対する意識ならびに実態と性教育との関連  鈴木 柚衣，他  

13．非妊時体格別体重増加量と妊娠前後の食生活の関連 境田 靖子，他  

14．学生のコンドーム使用の自己効力感がコンドームを使用した性行動に及ぼす影響  熊谷 優花  

15．助産師のキャリアを積み重ねてきた思い 

 〜ベテラン助産師の語りから〜 水谷 真央，他  

研究報告 

１．産後 1 か月時の初産婦の周産期における育児に関する保健指導の認識・満足度の実態 村上利矢

子，他  

２．助産ケアの認知と院内助産システムへの期待の関連要因 黒﨑 直央，他  

３．未就学児を育てる女性看護職の就業継続促進要因の検討 藤澤 彩花，他  

４．生殖補助医療の進歩にともなう不妊症看護に関する文献検討 郷司 律子  

５．ベテラン助産師における産後のうつ傾向を予測する経験知の検討 丹羽  望，他  

６．高校生をもつ母親の子どもの SNS 利用と性に関する規範意識 梅﨑みどり，他  

７．不妊治療後妊産婦に対する助産師の日常の倫理的実践 青柳 優子  

８．乳児を持つ父親の抑うつの実態と関連要因に関する文献レビュー 田村 秀子，他  

９．第 1 子妊娠末期から 3 歳までの夫婦への子育て講座の有用性に関する評価 

 ─父親の育児・家事の実態および受講後アンケートからの考察─ 芳賀亜紀子，他  

10．西日本地域におけるアドバンス助産師更新の現状と課題 松永知亜紀，他  

11．未定頸乳児の抱かれる姿勢の違いが生理学的指標に与える影響 
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 ─生理的屈曲姿勢と縦姿勢の比較─ 村田美代子，他  

12．分娩時における外国人産婦とのコミュニケーションアプリ開発への示唆 

 ─教科書のテキストマイニングより─ 戸田あゆみ，他  

13．Content Validity Index を用いた日本人妊婦の Quality of Life 尺度の内容的妥当性の検証 

中田 覚子，他  

14．低出生体重児を抱える母親の Maternal Confidence 岩﨑 順子  

15．初産婦である看護師の妊娠初期から産前休業までの経験 斉藤 百恵，他  

16．妊娠期の妻を支える夫の対児感情と役割行動実践度の関連に関する研究 西村愛紗貴，他  

学習コーナー 

・質的研究 

〈第 2 回〉質的研究の方法論と質的記述 谷津 裕子 

 

 （3）63巻 3号 

    第 63 回日本母性衛生学会学術集会抄録集 

 （4）63巻 4号 

    原著 

１．乳児をもつ母親が実践している育児に伴うストレスマネジメントの内容 

 ─母親の語りの内容分析─ 堀越 摂子，他  

２．助産師の分娩期における臨床判断の概念分析 松井 弘美，他  

３．熟練助産師が正常からの逸脱可能性としてとらえた産婦の状態や変化 山崎 智里  

４．育児休業中の体験が復職後の助産師のキャリアに与える意義 石川 優子，他  

５．COVID-19 流行による自粛期間中にオンラインによる育児支援に参加した 

母親の心理的変容 時田 純子，他  

６．平均赤血球容積（mean corpuscular volume：MCV）を指標にした妊産褥婦の 

鉄欠乏性貧血の実態と産褥 1か月の鉄欠乏性貧血の影響要因 北川加奈子，他  

７．産後うつ病に対する妊娠期の予防的介入の実施状況と実施に影響を与える因子に 

関する検討 竹内 瑞季，他  

８．助産師が 10代妊婦と信じ合える関係を構築していくプロセス 東 真梨子，他  

９．低出生体重児を抱える家族の Family Confidence 

 ─正出生体重児を抱える家族との比較を通して─ 岩﨑 順子  

10．A病院における分娩時の会陰裂傷の現状について 

  ～Ⅲ・Ⅳ度会陰裂傷の関連因子の検討～ 津田 充子，他  

11．授乳中のスマートフォン使用と母親としての自信と満足感との関連 松井 綾音，他  

12．性の健康を守る看護職の支援の概念分析 服部 弓子，他  

13．産前産後の身体症状とニーズ 

 ─理学療法を受けた産後女性へのインタビューから─ 池田 真弓，他  

14．夫婦のコペアレンティングに関する助産師の認識と産前教育の実態および 

 関連要因の検討 齊藤 千秋，他  

15．初産婦の年齢と児の体格，母児の食習慣および生活習慣の比較 岩橋 明子，他  
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研究報告 

１．復職予定の妊婦における母乳育児希望の関連要因 酒井 真紀，他  

２．教員が捉える助産師学生が行うバースレビュー内容の推移と教員の役割 中澤 貴代，他  

３．一般不妊治療を受けている女性の思い  新井 紀子，他  

４．臨床実習指導者が分娩介助実習に関わる上で必要と考えている能力 安田 陽子，他  

５．海外在留日本人女性のドイツにおける出産体験 藏本 直子，他  

６．出産から退院までに受けた産後うつ予防の保健指導と EPDS の 

 関連について 土田 雅美，他  

７．COVID-19 ワクチン接種意向を促す妊婦健診時の 

 ヘルスプロモーション活動 古川 誠志  

８．病院勤務助産師の助産実践環境と就業継続意向との関連 

 ─PES-NWI（the Practice Environment Scale of the Nursing Work Index）-J- 

助産師版を使用して─ 高橋 澄子，他  

９．NICUに入院している児を育てる母親のリモート面会・情報伝達ツール利用に対する思い 

田中 一枝，他  

10．院内助産担当助産師が考える院内助産継続に向けた課題 勝村 友紀，他  

11．妊娠子宮の増大に伴う腹部の突出に制限される足元の視界の変化 工藤 優子，他  

12．妊婦のセルフケアを目指した骨盤位矯正法の検討 

  ─温灸・膝胸位・施行なし群の有効性と安全性─ 橋本  優，他  

13．COVID-19 感染症流行下での医療的ケア児を育てている母親の思い 山本 直子，他  

14．出産施設退院後の母親が乳房ケア専門助産院を受診した前後の心身の変化と 

 助産サポートの必要性 川上 美咲，他  

15．がん治療のために妊娠中断を余儀なくされた AYA 世代女性がんサバイバーの 

次子妊娠への思いと契機 桶作  梢，他  

16．産業看護職の就労妊婦への母性健康管理の実態調査 惠良真理子，他  

17．無侵襲的出生前遺伝学的検査（NIPT）受検選択への要因と支援に関する文献レビュー 小林千紗乃，

他 

 

学習コーナー 

 ・質的研究 

  〈第 3回〉質的研究における数の問題 

  Problems related to "numbers" in qualitative research 谷津 裕子，北 素子 

 ・1）緊急避妊法の基礎知識 北村 邦夫 

 ・不妊治療の保険適用による変化（1）一般不妊治療 髙井 泰 

 

 

3.母性衛生の啓発普及、関連諸団体との連携 

  （1）市民公開講座    

①開催日：令和 4年 9月 9日 神戸国際会議場 

 ピアノの夕べ  梯 剛之(ピアニスト) 
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②開催日：令和 4年 9月 10日 神戸国際会議場 

・9月 10日 14:20 - 15:20 

女を生きる―ドラマからのメッセージ 田渕 久美子 (脚本家・作家) 

 

・09月 10日  15:30 - 16:30 

女性のフレイル予防：あなたはいつから始めますか？ 村田 伸  

 

③開催日：令和 5年 2月 1日  場所：保健会館新館（東京都） 

     「子宮頸がん予防について若者と一緒に考えてみよう」 
講演１ 子宮頸がんの基礎知識  北村邦夫 
講演２ 子宮頸がん予防を巡る新しい動きとは  上田豊 
若者を交えたディスカッションとまとめ 北村邦夫/上田豊/山崎珠璃/澁川陽菜 

 
（2）都道府県母性衛生学会代表者懇談会 

   開催日：令和 4年 9月 10 日  場所：神戸国際会議場 

各都道府県母性衛生学会代表者が参加し、 

日本母性衛生学会協力団体規約（案）について話し合った。 

 

（3）後援 

・公益社団法人日本産科婦人科学会からの「女性の健康週間」 

・神奈川母性衛生学会からの第 36回学術集会          
（4）全国公衆衛生関連学協会連絡協議会  

・総会（6月 WEB、3 月会場）出席（令和 4年 6月 25日、令和 5年 3月 25日） 

（5）第 20回健やか親子 21 推進協議会総会出席（令和 5年 2月 16日） 

（6）動画配信：①第 63回学術集会 オンデマンド配信 2022 年 9 月 23 日(金)~10 月 30 日(日) 
 

②2022 年度公開講座 「子宮頸がん予防について若者と一緒に考えてみよう」 

 

 

4.母性保健に係わる公開講座の助成 

   ・令和 4年度第 1回目は大阪信愛学院大学へ助成した。 

   ・令和 4年度第 2回目は山口県母性衛生学会へ助成した。 

 

5.各種広告・宣伝に関する事業 

   ・株式会社未来からの広告をホームページに継続掲載（1年間） 

   ・太陽生命保険株式会社からの広告をホームページに新規掲載（6か月間） 

      ・公益財団法人 日本医療機能評価機構からの広告をホームページに継続掲載（1年間） 

 

6.会員相互扶助に関する事業    

（1）学術論文優秀賞 
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    題名：ソーシャルサポートを含めた Health Action Process Approachによる 20-30歳代の子宮

頸がん検診の受診行動の検証 
著者：中越利佳 岡﨑愉加 實金 栄 
掲載：62巻 2号 

（2）学術論文奨励賞 

題名：被虐待経験をもつ女性に対する妊娠期から育児期における助産師の関わり 
著者：中村 岬 藤田景子 太田尚子 
掲載：62巻 4号 

（3）コメディカル愛育賞 

    ・題名：帝王切開術施行患者における ERAS 導入前後の比較 

著者：坂本 聡子 武原 夕子 緒方 美仁 本田 万里子 

    小寺 千聡 大場 隆  亀崎 明子 

掲載：63 巻 3 号 

・題名：胎児異常が診断された妊婦を対象とした Birth & Parenting Planning プログラム実現可能性の

評価 

著者：千葉 真希 堀内 成子 藤井 弥生 長瀬 寛美 

    石川 浩史 有森 直子 

掲載：機関誌「母性衛生」63 巻 3 号 

・題名：妊娠期コペアレンティング尺度の開発および信頼性・妥当性の検証 

著者：桝井 悠衣 甲斐 紀子  西野 淳子  金川 武司 

掲載：機関誌「母性衛生」63 巻 3 号 

・題名：助産師による産前産後の理学療法的ケアの実践 

    -「理学療法的視座を養う勉強会」受講後 6 か月までの縦断研究-  

著者：池田 真弓 神尾 博代 杉山 さおり 荒井 英恵 岩田 敦子 

    土屋 貴美 土屋 清志 

掲載：機関誌「母性衛生」63 巻 3 号 

（4）研修会及び講習会による教育支援及び認定  

   ①ホームページに「会員向け教育動画配信」を設置し以下の動画を配信を延長し、再生回数の推

移の確認をおこなった。また、今後の動画配信の内容や、どのように動画を作成していくか検討

した。 

     ・母性衛生に携わるものが知っておくべき生命倫理の基礎 

     ・論文を投稿しようとするあなたへ 

     ・あなたは DV被害を受けている妊婦さんに気づけていますか？ 

     ・乳房の解剖を再学習してみましょう 

   ②認定制度規程および規程細則を検討した。 

 


